
【
要
旨
】

北
宋
初
期
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
詩
の
作
風
と
文
体
の
両
面
に
お
い
て
大
き
な
変
革
を

成
し
遂
げ
、
そ
の
結
果
、
そ
の
後
の
宋
代
文
学
の
流
れ
を
決
定
付
け
た
歐
陽
脩
に
お
け
る

宋
初
の
詩
風
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
、
主
に
『
六
一
詩
話
』
の
記
述
に
よ
り
検
討
す
る
。

歐
陽
脩
は
、
『
六
一
詩
話
』
執
筆
時
に
は
す
で
に
廃
れ
て
い
た
晩
唐
期
の
詩
人
の
作
風

を
正
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
少
年
時
代
を
思
い
出
さ
せ
る
懷
か
し
い
も

の
と
し
て
捉
え
、
晩
唐
詩
風
の
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、

詩
の
テ
ー
マ
や
気
分
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
限
界
を
も
感
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
所
謂
西
崑
体
の
中
心
人
物
で
あ
る
楊
億
は
、
秘
閣
と
い
う
場
所
柄
を
意
識
し
、
豊

富
な
学
識
を
踏
ま
え
て
典
故
や
修
辞
の
工
夫
を
凝
ら
し
李
商
隱
に
倣
っ
た
詩
風
に
よ
り
、

劉

�・
錢
惟
演
と
と
も
に
彼
ら
以
前
に
存
在
し
た
台
閣
の
詩
風
で
あ
る
白
体
を
意
識
し
た

応
酬
を
行
い
、
そ
の
他
の
応
酬
参
加
者
の
作
品
も
併
せ
て
『
西
崑
酬
唱
集
』
を
編
ん
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
歐
陽
脩
は
こ
の
西
崑
体
の
故
事
や
難
解
な
語
を
多
用
す
る
傾
向
を
、
学
問

の
あ
る
者
な
れ
ば
こ
そ
の
弊
害
と
し
て
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
の
批
判
は
加
え
て
お
ら

ず
、
宮
廷
の
館
閣
を
中
心
と
す
る
知
的
詩
風
と
し
て
の
西
崑
体
に
、
晩
唐
体
詩
風
の
平
板

さ
や
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
る
一
つ
の
可
能
性
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
彼
が
西
崑
体
の
詩
風
を
継
承
せ
ず
、
盛
唐
期
・
中
唐
期
の
思
潮

や
文
学
に
学
ん
だ
よ
り
自
由
な
新
し
い
詩
文
を
模
索
し
た
こ
と
は
、
彼
が
先
輩
た
ち
の
高

い
知
性
の
凝
縮
で
あ
る
こ
の
西
崑
体
の
詩
風
に
も
限
界
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

は
じ
め
に

北
宋
中
期
の
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
の
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
と
し

て
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
韓
愈
（
七
六
八
～
八
二
四
）
ら
を
は
じ
め
と

す
る
中
唐
期
の
思
考
と
詩
文
の
影
響
を
強
く
受
け
、
北
宋
初
期
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

た
詩
の
作
風
と
文
体
の
両
面
に
お
い
て
大
き
な
変
革
を
成
し
遂
げ
、
そ
の
結
果
が
そ

の
後
の
宋
代
文
学
の
流
れ
を
決
定
付
け
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
歐
陽
脩
に
お
け
る

唐
代
文
学
受
容
の
様
相
に
つ
い
て
は
様
々
な
検
討
が
可
能
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同
時

に
、
彼
が
彼
以
前
の
北
宋
初
期
の
詩
風
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
も
ま
た
、
そ
の
文
学
史
上
で
の
役
割
を
考
察
す
る

た
め
に
は
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
『
六
一
詩
話
』

（
清
・
何
文

�輯
『
歴
代
詩
話
』
中
華
書
局

一
九
八
一
年

所
収

本
）
の
記
述
を

主
な
手
が
か
り
と
し
て
、
宋
初
の
詩
風
に
対
す
る
歐
陽
脩
の
態
度
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
晩
唐
体
・
白
体
に
対
す
る
態
度

ま
ず
、
歐
陽
脩
は
『
六
一
詩
話
』
第
十
一
段
で
、
晩
唐
期
の
詩
風
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

唐
之
晩
年
、
詩
人
無
復
李
杜
豪
放
之
格
、
然
亦
務
以
精
意
相
高
。
如
周
朴
者
、
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構
思
尤
艱
、
毎
有
所
得
、
必
極
其
雕
琢
、
故
時
人
稱
朴
詩
「
月
鍛
季

�、
未
及

成
篇
、
已
播
人
口
。
」
其
名
重
當
時
如
此
、
而
今
不
復
傳
矣
。
余
少
時
猶
見
其

集
、
其
句
有
云
、
「
風
暖
鳥
聲
碎
、
日
高
花
影
重
。
」
又
云
、
「
曉
來
山
鳥
鬧
、

雨
過
杏
花
稀
。」
誠
佳
句
也
。

唐
の
晩
年
、
詩
人
復
た
李
杜
豪
放
の
格
無
し
、
然
る
に
亦
た
務
め
て
精
意
を

以
て
相
ひ
高
む
。
周
朴
の
如
き
は
、
構
思
す
る
こ
と
尤
も
艱
く
、
毎
に
得
る
所

有
れ
ば
、
必
ず
其
の
雕
琢
を
極
め
、
故
に
時
人
朴
の
詩
を
「
月
に
鍛
へ
季
に

�り
、
未
だ
篇
を
成
す
に
及
ば
ざ
る
に
、
已
に
人
口
に
播
し

く
」
と
稱
す
。
其
の

名
の
當
時
に
重
ん
ぜ
ら
る
る
こ
と
此
く
の
如
し
、
而
も
今
復
た
傳
は
ら
ず
。
余

少
き
時
猶
ほ
其
の
集
を
見
し
に
、
其
の
句
に
、「
風
暖
か
に
し
て
鳥
聲
碎
け
、

日
高
く
し
て
花
影
重
し
」
と
云
ふ
有
り
、
又
た
、
「
曉
來
り
て
山
鳥
鬧
ぎ
、
雨

過
ぎ
て
杏
花
稀
な
り
」
と
云
ふ
。
誠
に
佳
句
な
り
。

こ
の
段
の
冒
頭
で
、
歐
陽
脩
は
、
晩
唐
期
の
詩
風
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
「
詩
人

た
ち
に
は
も
は
や
李
白
・
杜
甫
の
よ
う
に
豪
放
な
風
格
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

一
心
に
努
力
し
て
高
め
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
盛
唐
期
の
李
白
・
杜
甫
の
詩

風
を
、
「
豪
放
」
と
い
う
共
通
の
特
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
高
く
評

価
し
て
い
る
。
彼
の
残
し
た
詩
文
や
詩
話
の
記
述
か
ら
は
、
彼
の
李
・
杜
に
対
す
る

見
方
は
一
様
で
は
な
く
、
李
白
を
よ
り
好
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

ひ
と
ま
ず
、
歐
陽
脩
が
晩
唐
期
の
詩
風
を
「
豪
放
」
と
は
対
比
さ
れ
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
段
の
続
く
部
分
で
晩
唐
期
の
詩
風
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
周

朴
（
生
卒
年
未
詳
）
で
あ
る
。
『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
十
一
、
ま
た
『
唐
才
子
傳
』
巻

九
等
の
周
朴
の
伝
記
で
は
、
嵩
山
の
隠
者
で
あ
っ
た
と
も
、
ま
た

�中
（
現
福
建
省
）

の
仏
寺
に
寄
食
し
た
と
も
さ
れ
る
。
貫
休
（
八
三
二
～
九
一
二
）
と
交
遊
が
あ
っ
た

が
、
乾
符
年
間
（
八
七
四
～
八
七
八
）
に
黄
巣
の
乱
の
中
で
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。

歐
陽
脩
は
、
こ
の
周
朴
の
詩
風
の
特
色
が
苦
吟
に
よ
る
彫
琢
に
あ
る
と
し
、
彼
が

長
い
時
間
を
掛
け
て
詩
句
の
彫
琢
を
重
ね
る
こ
と
は
、
そ
の
生
前
か
ら
よ
く
知
ら
れ

て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
唐
・
張
爲
『
詩
人
主
客
圖
』
（
丁
福
保
輯
『
歴
代
詩
話
續

編
』

中
華
書
局

一
九
八
三
年
）
の
「

清
奇

僻
苦
」
の

条
は
、

陳
陶
・
周
朴
を

「
主
」
孟
郊
に
次
ぐ
「
上
入
室
」
に
挙
げ
、
ま
た
林
嵩
「
周
朴
詩
集
序
」（
全
唐
文
巻

八
百
二
十
九
）
は
、「
一
篇
一
詠
、
膾
炙
人
口
。」（
一
篇
一
詠
、
人
口
に
膾
炙
す
。）

と
記
し
て
お
り
、
晩
唐
期
に
は
苦
吟
型
の
詩
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
歐
陽
脩
は
、
年
少
の
頃
に
は
ま
だ
周
朴
の
詩
集
を
目
に

し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
眞
宗
景
徳
四
年
（
一
〇
〇
七
）
生
ま
れ
の
歐
陽
脩
の
年
少

期
な
の
で
、
お
お
む
ね
眞
宗
大
中
祥
符
年
間
（
一
〇
〇
八
～
一
〇
一
六
）
か
ら
天
禧

年
間
（
一

〇
一
七
～
一

〇
二
一
）
・
乾

興
（
一

〇
二
二
）

頃
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

後

に
見
る
よ
う
に
、
歐
陽
脩
は
、
年
少
期
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
詩
と
し
て
別
に
鄭
谷

の
詩
も
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
ま
で
は
士
大
夫
層
に
お
い
て
、
子
供
の
教
育
向
け

も
含
め
て
晩
唐
期
の
詩
が
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
歐
陽
脩
は
、「
誠
に
佳
句
な
り
。」
と
評
し
て
詩
句
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
「
風
暖
鳥
聲
碎
、
日
高
花
影
重
。
」
は
、
「

春
宮

怨
」
（
『
全
唐
詩
』
巻

六

百
七
十
三
。

題
下
に
「
一

作
杜

荀
鶴
詩
」
と
注
す
。
）
の

頸
聯
で
あ
り
、
ま
た
「
曉

來
山
鳥
鬧
、
雨
過
杏
花
稀
。」
は
、『
全
唐
詩
』
巻
六
百
七
十
三
周
朴
に
、
宋
・
呉
并

『
優
古
堂
詩
話
』「

穀
雨
杏
花
稀
」
の
章
段
よ
り
本
句
の
み
を
採
録
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
穏
や
か
な
風
や
日
差
し
、
ま
た
雨
を
受
け
た
花
に
、
さ
え
ず
る
鳥
を
配
す
る
優

美
な
叙
景
句
で
あ
る
。

こ
の
章
段
の
内
容
は
全
体
と
し
て
、
歐
陽
脩
が
年
少
期
よ
り
晩
唐
の
詩
風
に
馴
染

み
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の

他
に
も
『
六
一
詩
話
』
に
は
、
執
筆
時
に
は
す
で
に
廃
れ
て
い
た
晩
唐
期
の
詩
人
の

作
風
に
言
及
し
た
章
段
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
第
七
段
前
半
の
鄭
谷
（
八
五
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一
頃
～
九
一
〇
頃
）
に
言
及
す
る
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

鄭
谷
詩
名
、
盛
於
唐
末
。
號
『
雲
臺
編
』、
而
世
俗
但
稱
称
其
官
爲
鄭
都
官
詩
。

其
詩
極
有
意
思
、
亦
多
佳
句
、
但
其
格
不
甚
高
。
以
其
易
曉
、
人
家
多
以
教
小

兒
、
余
爲
兒
時
、
猶
誦
之
。
今
其
集
不
行
於
世
矣
。

鄭
谷
の
詩
名
、
唐
末
に
盛
ん
な
り
。
『
雲
臺
編
』
と
號
す
る
も
、
世
俗
は
但
だ

其
の
官
を
稱
し
て
鄭
都
官
の
詩
と
爲
す
の
み
。
其
の
詩
は
極
め
て
意
思
有
り
、

亦
た
佳
句
多
し
、
但
だ
其
の
格
は
甚
だ
し
く
は
高
か
ら
ず
。
其
の
曉
り
易
き
を

以
て
、
人
家
多
く
以
て
小
兒
に
教
へ
、
余
の
兒
爲
り
し
時
、
猶
ほ
之
を
誦
ん
ず
。

今
其
の
集
世
に
行
は
れ
ず
。

こ
の
章
段
は
、
鄭
谷
が
唐
末
に
お
い
て
既
に
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
得
て
い
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
同
様
の
言
及
は
、
他
に
齊
己
「
寄
鄭
谷
郎
中
」
（
全
唐
詩
巻
八
百

三
十
九
）
の
、「
高
名
喧
省
闥
、
雅
頌
出
吾
唐
」（
高
名
省
闥
に
喧
し
く
、
雅
頌

吾
唐
よ
り
出
づ
）
等
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
鄭
谷
自
身
に
寄

せ
た
詩
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
鄭
谷
に
対
す
る
評
価
の
実
情
を
伝
え
て
い

な
い
恐
れ
は
あ
る
が
、
い
く
ら
か
割
り
引
い
て
も
、
詩
人
と
し
て
あ
る
程
度
の
評
価

を
得
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
段
で
歐
陽
脩
は
、
さ
ら
に
鄭
谷
の
詩
に
つ
い
て
、
非
常
に
趣
が
あ
り
優
れ
た

句
が
多
い
が
、
そ
の
風
格
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
評
し
、
平
易
さ
ゆ
え
に
家
庭
で

子
ど
も
に
教
え
ら
れ
、
彼
自
身
の
子
ど
も
の
頃
に
も
ま
だ
暗
唱
し
た
と
も
述
べ
て
い

る
。
歐
陽
脩
の
少
年
時
代
か
ら
、
そ
の
晩
年
の
神
宗
煕
寧
年
間
（
一
〇
六
八
～
一
〇

七
七
）
の
初
め
ま
で
の
間
に
、
流
行
の
詩
風
は
、
典
故
を
多
用
す
る
詩
風
の
た
め
制

作
者
に
豊
か
な
知
識
を
求
め
る
西
崑
体
へ
、
さ
ら
に
歐
陽
脩
自
身
も
そ
の
流
行
の
中

心
に
い
た
、
中
唐
期
の
詩
文
の
影
響
を
強
く
受
け
た
詩
風
へ
と
次
々
に
移
り
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
歐
陽
脩
お
よ
び
彼
の
世
代
の
文
人
た
ち
に
と
っ
て
、
鄭
谷
や

先
に
見
た
周
朴
の
詩
は
、
少
年
時
代
を
思
い
出
さ
せ
る
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
な
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
志
向
す
る
詩
風
は
、
鄭
谷
・
周
朴
の
も
の
か
ら
は
ず
い
ぶ

ん
離
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
が
、
か
と
い
っ
て
そ
れ
ら
を
正
面
か
ら
否
定
し
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

ま
た
、
歐
陽
脩
の
『
六
一
詩
話
』
を
継
い
で
著
さ
れ
た
司
馬
光
（
一
〇
一
九
～
一

〇
八
六
）『
温
公
續
詩
話
』、
さ
ら
に
劉

�（
一
〇
二
二
～
一
〇
八
八
）『
中
山
詩
話
』

に
も
、
鄭
谷
詩
を
取
り
あ
げ
る
章
段
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
鄭
谷
の
詩
が
広
く
読
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詩
風
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
。

特
に
『
温
公
續
詩
話
』（
歴
代
詩
話
本
）
の
、「
鄭
工
部
詩
有
『
杜
曲
花
香

�似
酒
、

�陵
春

色
老
於
人
』
、
亦
爲
時
人

所
傳
誦
、

誠
難
得
之
句

也
。
」
（
鄭
工
部
の
詩
に

「
杜

曲
の

花
香
は

�く
し
て

酒
の

似
く
、

�陵
の

春
色
は
人
よ
り
も

老
ゆ
」
有
り
、

亦
た
時
人
の

傳
誦
す
る

所
と
爲
る
、

誠
に
得

難
き
の
句
な
り
。
）
は
、
鄭
谷
の
詩
句

を
佳
句
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

鄭
谷
詩
を
通
俗
性
と
い
う
点
か
ら
批
判
す
る
の
は
、
む
し
ろ
後
世
に
お
い
て
強
ま

る
傾
向
で
あ
り
、
神
宗
元
豐
四
年
（
一
〇
八
一
）
生
ま
れ
（
郭
紹
虞
『
宋
詩
話
考
』

（
中

華
書

局
一
九
七
九
年
初

版
）
の

考
証
に
よ
る
。
）
の
周

紫
芝
『

竹
坡
詩
話
』

（
歴
代
詩
話
本
）
に
は
、
こ
の
よ
う
な
評
が
現
れ
る
。

鄭
谷
「
雪
」
詩
、
如
「
江
上
晩
來
堪
畫
處
、
漁
人
披
得
一
蓑
歸
」
之
句
、
人
皆

以
爲
奇
絶
、
而
不
知
其
氣
象
之
淺
俗
也
。
東
坡
以
謂
此
小
學
中
教
童
蒙
詩
、
可

謂
知
言
矣
。

然
谷
亦
不

可
謂

無
好

語
、

如
「

春
陰

妨
柳

絮
、

月
黒
見

梨
花
」
、

風
味
固
似
不
淺
、
惜
乎
其
不
見
賞
于
蘇
公
、
遂
不
爲
人
所
稱
耳
。

鄭
谷
「

雪
」
詩
の
、
「

江
上

晩
來

畫
く
に

堪
ふ
る

處
、

漁
人

披
き
得
て

一
蓑
歸
る
」
の
句
の
如
き
は
、
人
皆
な
以
て
奇
絶
と
爲
す
も
、
其
の
氣
象
の
淺

俗
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
東
坡

以
謂
ら
く

此
れ
小
學
中
に
童
蒙
に
教
ふ

る
詩
な
り
と
、
知
言
と
謂
ふ
べ
し
。

然
る
に
谷
は
亦
た
好
語
無
し
と
謂
ふ
べ
か

ら
ず
、
「

春
陰

柳
絮
を

妨
げ
、

月
黒

梨
花
を
見
は
す
」
の

如
き
は
、
風

味
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固
よ
り
淺
か
ら
ざ
る
が
似
く
、
惜
し
む
ら
く
は
其
の
蘇
公
に
賞
め
ら
れ
ず
、
遂

に
人
の
稱
す
る
所
と
爲
ら
ざ
る
こ
と
の
み
。

こ
こ
で
は
、
鄭
谷
「
雪
」
詩
の
あ
る
句
に
つ
い
て
、
世
間
で
評
価
が
高
い
の
は
そ

の
気
象
が
浅
は
か
で
通
俗
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
た
め
だ
と
批
判
し
て

い
る
。
鄭
谷
の
詩
風
に
批
判
的
な
意
見
を
示
し
た
人
物
と
し
て
想
起
さ
れ
て
い
る
の

は
、
蘇
軾
（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
だ
が
、
そ
の
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
に
言
及

す
る
評
に
は
、
先
に
見
た
『
六
一
詩
話
』
の
表
現
と
の
類
似
も
指
摘
で
き
、
こ
れ
を

意
識
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

鄭
谷
詩
を
通
俗
性
と
い
う
側
面
か
ら
批
判
的
に
捉
え
る
態
度
は
、
葉
夢
得
（
一
〇

七
七
～
一
一
四
八
）
『
石
林
詩
話
』
巻
上
（
歴
代
詩
話
本
）
の
次
の
記
述
に
も
現
れ

て
い
る
。

「
開
簾
風
動
竹
、
疑
是
故
人
來
。」
與
「
徘
徊
花
上
月
、
空
度
可
憐
宵
。」
此
兩

聯
雖
見
唐
人
小
説
中
、
其
實
佳
句
也
。
鄭
谷
詩
「
睡
輕
可
忍
風
敲
竹
、
飲
散
那

堪
月
在
花
。
」
意
蓋
與
此
同
。
然
論
其
格
力
、
適
堪
掲
酒
家
壁
、
與
市
人
書
扇

耳
。

「
簾
を
開
き
て
風
は
竹
を
動
か
し
、
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
故
人
の
來
た
る
か
と
。」

と
「
徘
徊
す

花
上
の
月
、
空
し
く
度
る

可
憐
の
宵
。
」
と
、
此
の
兩
聯

唐
人
小
説
中
に
見
ゆ
と
雖
も
、
其
れ
實
に
佳
句
な
り
。
鄭
谷
詩
「
睡
り
輕
く
し

て
風
の
竹
を
敲
く
を
忍
ぶ
べ
く
、
飲
む
こ
と
散
に
し
て

那
ん
ぞ
堪
え
ん

月
の
花
に
在
る
に
。
」
の
意
は
蓋
し
此
と
同
じ
か
ら
ん
。
然
る
に
其
の
格
力
を

論
ず
る
に
、
適
に
酒
家
の
壁
に
掲
ぐ
る
と
、
市
人
の
扇
に
書
す
る
と
に
堪
ふ
る

の
み
。

こ
こ
で
引
か
れ
て
い
る
「
開
簾
風
動
竹
、
疑
是
故
人
來
。」（
李
益
「
竹

�聞
風
寄

苗
發
司
空
曙
」（
全
唐
詩
巻
二
百
八
十
三
）「
簾
風
」
作
「
門
復
」。）
及
び
「
徘
徊
花

上
月
、
空
度
可
憐
宵
。」（
出
典
未
詳
）
は
、
い
ず
れ
も
庭
先
の
竹
に
吹
き
つ
け
る
風
、

花
を
照
ら
す
月
と
い
っ
た
、
や
さ
し
く
心
地
よ
い
自
然
物
か
ら
な
る
情
景
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
気
分
や
情
景
を
鄭
谷
の
詩
句
と
類
似
す
る
も
の

だ
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、「
格
力
」
と
い
う
面
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
ち
ょ

う
ど
飲
み
屋
の
壁
に
掲
げ
た
り
、
市
井
の
人
の
扇
に
書
い
た
り
す
る
の
に
相
応
し
い
、

つ
ま
り
通
俗
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
保
留
が
付
さ
れ
て
い
る
。
葉
夢
得
は
同

じ
『
石
林
詩
話
』
巻
下
の
な
か
で
、
「
鄭
谷
『
亂
飄
僧
舎
茶
煙
濕
、
密
灑
歌
樓
酒
力

微
。
』
非
不
去
體
物
語
、
而

氣
格

如
此
其

卑
。
」
（
鄭
谷
『
亂
れ
て
僧
舎
に
飄
り
て

茶
煙
濕
り
、
密
に
歌
樓
に
灑
し
て

酒
力
微
か
な
り
。
』
は
、
體
物
の
語
を
去
ら
ざ

る
に
非
ず
し
て
、

氣
格
は
此
く
の

如
く
其
れ

卑
し
。
）
と
も
述
べ
、
北
宋
後
期
か
ら

南
宋
期
に
か
け
て
の
時
期
の
、
鄭
谷
詩
の
通
俗
性
を
批
判
的
に
捉
え
る
評
価
が
固
ま
っ

て
い
く
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

な
お
、
宋
初
に
行
わ
れ
た
詩
風
と
し
て
は
他
に
、
中
唐
の
白
居
易
（
七
七
二
～
八

四
六
）
の
詩
に
学
ぶ
所
謂
「
白
体
」
が
あ
り
、
そ
の
主
要
な
作
者
と
し
て
王
禹

�

（
九
五
四
～
一
〇
〇
一
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
歐
陽
脩
『
六
一
詩
話
』
で

「
白
体
」
に
直
接
言
及
す
る
の
は
、
第
二
段
の
、「

仁
宗
朝
、
有
數
達
官
、
以
詩
知
名
。

常
慕
『
白

樂
天
體
』
、
故
其
語

多
得

於
容
易
。
」
（

仁
宗

朝
、

數
達

官
有
り
、
詩
を

以

て
名
を
知
ら
る
。
常
に
「
白
樂
天
體
」
を

慕
ひ
、
故
に
其
の
語

容
易
に
於
い
て
多

く
を
得
。
）
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
王
禹

�が
眞

宗
咸

平
四

年
（
一
〇
〇
一
）
に

没
し
た
後
の
仁
宗
期
（
一
〇
二
三
～
一
〇
六
三
）
の
こ
と
と
し
て
、
高
位
の
者
の
な

か
に
白
体
を
好
ん
で
容
易
な
語
を
用
い
て
詩
を
制
作
す
る
者
が
い
た
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
白
体
の
作
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
李
昉
（
九
二
五
～
九
九
六
）
に
つ
い
て
は
、
第

二
段
で
宋
太
祖
の
挽
歌
詞
に
関
わ
っ
て
言
及
し
て
い
る
が
、
白
体
の
詩
風
と
の
関
わ

り
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
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二
、
九
僧
詩
に
対
す
る
批
評

北
宋
初
期
に
広
く
行
わ
れ
た
晩
唐
風
の
詩
の
制
作
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
見

た
鄭
谷
・
周
朴
ら
の
ほ
か
、
九
僧
を
中
心
と
し
た
詩
僧
た
ち
を
も
挙
げ
て
お
く
べ
き

だ
ろ
う
。
『
六
一
詩
話
』
の
中
に
は
、
特
に
北
宋
初
期
の
僧
侶
、
特
に
詩
僧
に
言
及

し
た
章
段
が
存
在
す
る
。
当
該
の
第
九
段
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

國
朝
浮
圖
、
以
詩
名
於
世
者
九
人
、
故
時
有
集
、
號
『
九
僧
詩
』
、
今
不
復
傳

矣
。
余
少
時
聞
人
多
稱
之
。
其
一
曰
惠
崇
。
餘
八
人
者
、
忘
其
名
字
也
。
余
亦

畧
記
其
詩
、
有
云
、「
馬
放
降
來
地
、
鵰
盤
戰
後
雲
。」
又
云
、「
春
生
桂
嶺
外
、

人
在
海
門
西
」
。
其
佳
句
多
類
此
。
其
集
已
亡
、
今
人
多
不
知
有
所
謂
九
僧
者

矣
、
是
可

�也
。
當
時
有
進
士
許
洞
者
、
善
爲
詞
章
、
俊
逸
之
士
也
。
因
會
諸

詩
僧
分
題
、
出
一
紙
、
約
曰
、「
不
得
犯
此
一
字
。」
其
字
乃
山
・
水
・
風
・
雲
・

竹
・
石
・
花
・
草
・
雪
・
霜
・
星
・
月
・
禽
・
鳥
之
類
、
于
是
諸
僧
皆
閣
筆
。

洞
咸
平
三
年
進
士
及
第
、
時
無
名
子
嘲
曰
、
「
張
康
渾
裹
馬
、
許
洞
鬧
装
妻
」

者
是
也
。

國
朝
の
浮
圖
、
詩
を
以
て
世
に
名
あ
る
者
九
人
、
故
に
時
に
集
有
り
、
『
九
僧

詩
』
と
號
す
、
今
復
た
傳
は
ら
ず
。
余
少
き
時
人
の
多
く
之
を
稱
ふ
る

を
聞
く
。
其
の
一
を
惠
崇
と
曰
へ
り
。
餘
の
八
人
は
、
其
の
名
字
を
忘
る
る
な

り
。
余

亦
た
畧
ぼ
其
の
詩
を
記
ゆ
る
に
、
「
馬
は
放
つ
降
來
の
地
、
鵰
は
盤

す
戰
後
の
雲
」
と
云
ひ
、
又
「
春
は
生
ず
桂
嶺
の
外
、
人
は
在
り
海
門
の
西
」

と
云
ふ
有
り
。
其
の
佳
句
は
多
く
此
に
類
す
。
其
の
集
已
に
亡
び
、
今
人

多
く
所
謂
る
九
僧
な
る
者
有
る
を
知
ら
ず
、
是
れ

�く
べ
き
な
り
。
當
時
進

士
許
洞
な
る
者
有
り
、
善
く
詞
章
を
爲
し
、
俊
逸
の
士
な
り
。
諸
詩
僧
の
題
を

分
か
つ
に
會
す
る
に
因
り
て
、
一
紙
を
出
し
、
約
し
て
曰
く
、
「
此
の
一
字
を

犯
す
を
得
ざ
れ
」
と
。
其
の
字
は
乃
ち
山
・
水
・
風
・
雲
・
竹
・
石
・
花
・
草
・

雪
・
霜
・
星
・
月
・
禽
・
鳥
の
類
な
り
、
是
に
于
い
て
諸
僧
は
皆
な
筆
を
閣
す
。

洞
は
咸
平
三
年
の
進
士
及
第
に
し
て
、
時
に
無
名
子
嘲
り
て
「
張
康
渾
裹

の
馬
、
許
洞
鬧
装
の
妻
」
と
曰
ふ
者
是
れ
な
り
。

こ
こ
で
も
歐
陽
脩
は
幼
時
を
回
想
し
、
人
が
「
九
僧
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
惠
崇

（
生
卒
年
未
詳
）
を
褒
め
る
の
を
耳
に
し
た
と
記
し
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
晩

唐
風
の
詩
が
広
く
好
ま
れ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
は
、
そ
の
詩
風
を
継
承
す
る
「
九

僧
」
の
詩
作
も
ま
た
人
々
に
好
ま
れ
た
の
だ
が
、
ほ
ど
な
く
そ
の
志
向
は
廃
れ
、
彼

ら
の
詩
作
を
集
め
た
『
九
僧
詩
』
も
彼
ら
の
名
前
も
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
こ
こ
で
不
明
と
さ
れ
て
い
る
詩
僧
八
人
を
含
む
九
僧
の
全
員
の
名
、
「
劍
南

希
晝
・
金
華
保
暹
・
南
越
文
兆
・
天
台
行
肇
・
沃
州
簡
長
・
貴
城
惟
鳳
・
淮
南
惠
崇
・

江
南
宇
昭
・
峩
眉
懷
古
」
を
、
司
馬
光
が
『
温
公
續
詩
話
』
の
な
か
で
補
足
し
て
い

る
こ
と
は
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

歐
陽
脩
は
「
九
僧
」
を
知
ら
な
い
「
今
人
」
の
た
め
に
、
記
憶
の
な
か
か
ら
そ
の

「
佳
句
」
の
例
を
取
り
出
し
、
二
つ
の
対
句

―
前
者
は
釋
宇
昭
「
塞
上
贈
王
太
尉
」

（
全
宋
詩

巻
一

百
二

十
六
・

�廣
聖
宋

高

�詩
選

前
集
）
の

頷
聯
、
後
者
は

釋
希

晝
「
懷
廣
南
轉
運
陳
學
士
状
元
」（
全
宋
詩
巻
一
百
二
十
五
・
同
上
）
の
頷
聯

―
を

示
し
て
い
る
。
「
佳
句
」
と
い
う

語
を

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

歐
陽
脩
は
九
僧
の
詩
風
に
対
し
て
も
、
特
に
否
定
的
な
態
度
を
表
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
章
段
の
後
半
に
は
許
洞
（
生
卒
年
未
詳
）
と
詩
僧
た
ち
の
逸
話
が
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
詩
僧
の
晩
唐
風
の
作
詩
に
対
し
て
彼
が
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
想
起
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。「
山
・
水
・
風
・
雲
・
竹
・

石
・
花
・
草
・
雪
・
霜
・
星
・
月
・
禽
・
鳥
之
類
」
の
文
字
の
使
用
を
禁
止
さ
れ
る

と
詩
が
作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
詩
僧
の
晩
唐
風
の
作
詩
の
ひ
と
つ
の
特
質
を
示

す
も
の
だ
が
、
同
時
に
そ
の
限
界
を
示
す
も
の
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
歐
陽
脩
は
晩
唐
詩
風
の
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
詩
の
テ
ー

湯浅陽子 宋初の詩風をどう見るか－歐陽脩の視点－
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マ
や
気
分
が
か
な
り
限
定
さ
れ
る
と
い
う
そ
の
限
界
を
も
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

新
し
い
詩
風
の
模
索
を
試
み
た
の
だ
ろ
う
。

『
六
一
詩
話
』
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
晩
唐
期
の
個
々
の
詩
人
に
言
及

し
た
も
の
以
外
に
、
そ
の
詩
作
の
方
法
に
言
及
し
た
章
段
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
歐

陽
脩
の
晩
唐
期
の
詩
風
に
対
す
る
把
握
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
の

第
十
二
段
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

聖
兪
嘗
語
余
曰
、
「
詩
家
雖
率
意
、
而
造
語
亦
難
。
若
意
新
語
工
、
得
前
人
所

未
道
者
、
斯
爲
善
也
。
必
能
状
難
寫
之
景
如
在
目
前
、
含
不
盡
之
意
見
於
言
外
、

然
後
爲
至
矣
。
賈
島
云
、
『
竹
籠
拾
山
果
、
瓦

�擔
石
泉
。
』
姚
合
云
、
『
馬
隨

山
鹿
放
、

�逐
野
禽
栖
。
』
等
是
山
邑
荒
僻
、
官
況
蕭
條
、
不
如
『
縣
古
槐
根

出
、
官
清
馬
骨
高
。』
爲
工
也
。」
余
曰
、「
語
之
工
者
固
如
是
。
状
難
寫
之
景
、

含
不
盡
之
意
、
何
詩
爲
然
。」
聖
兪
曰
、「
作
者
得
於
心
、
覽
者
會
以
意
。
殆
難

指
陳
以
言
也
。
雖
然
、
亦
可
畧
道
其
髣
髴
。
若
嚴
維
『
柳
塘
春
水
漫
、
花
塢
夕

陽
遲
。
』
則
天
容
時
態
、
融
和
駘
蕩
、
豈
不
如
在
目
前
乎
。
又
若
温
庭

�『

�

聲
茅
店
月
、
人
跡
板
橋
霜
。』
賈
島
『
怪
禽
啼
曠
野
、
落
日
恐
行
人
。』
則
道
路

辛
苦
、
羈
愁
旅
思
、
豈
不
見
於
言
外
乎
。」

聖
兪

嘗
て
余
に
語
り
て
曰
く
、
「
詩
家

意
を
率
す
と
雖
も
、
語
を
造
る
こ

と
亦
た
難
し
。
若
し
意
新
た
に
語
工
み
に
、
前
人
の
未
だ
道
は
ざ
る
所
を
得
れ

ば
、
斯
善
爲
る
な
り
。
必
ず
能
く
寫
し
難
き
景
を
状 か
た
どり
て
目
前
に
在
る
如
か

ら
し
め
、
不
盡
の
意
を
含
め
て
、
言
外
に
見
せ
ば
、
然
る
後
に
至
れ
り
と
爲
す
。

賈
島
云
へ
ら
く
、
『
竹
籠
も
て
山
果
を
拾
ひ
、
瓦

�も
て
石
泉
を
擔 に
な

ふ
』
と
。

姚
合
云
へ
ら
く
、
『
馬
は
山
鹿
に
隨
ひ
て
放
ち
、

�は
野
禽
を
逐
ひ
て
栖
む
』

と
。
等
し
く
是
れ
山
邑
の
荒
僻
、
官
況
の
蕭
條
を
い
ふ
も
、
『
縣
古
く
し
て
槐

根
出
で
、
官
清
く
し
て
馬
骨
高
し
。
』
の
工
爲
る
に
如
か
ざ
る
な
り
」
と
。
余

曰
く
、
「
語
の
工
み
な
る
者
は
固
よ
り
是
の
如
し
。
寫
し
難
き
景
を
状
り
、
不

盡
の
意
を
含
む
る
は
、
何
れ
の
詩
か
然
り
と
爲
さ
ん
」
と
。
聖
兪
曰
く
、
「
作

者
は
心
に
得
、
覽
る
者
は
會
す
る
に
意
を
以
て
す
。
殆
ん
ど
指
陳
し
て
以
て
言

ふ
は
難
き
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
亦
た
畧
ぼ
其
の
髣
髴
を
道
ふ
べ
し
。
嚴
維
の

『
柳
塘
春
水
漫
に
、
花
塢
夕
陽
遲
し
。』
の
若
き
は
則
ち
天
容
時
態
、
融
和
し
駘

蕩
と
し
て
、
豈
に
目
前
に
在
る
に
如
か
ざ
ら
ん
や
。
又
た
温
庭

�の
『

�聲
茅

店
の
月
、
人
跡
板
橋
の
霜
。
』
賈
島
の
『
怪
禽
曠
野
に
啼
き
、
落
日

行
人
を

し
て
恐
れ
し
む
。
』
の
若
き
は
則
ち
道
路
の
辛
苦
、
羈
愁
の
旅
思
、
豈
に
言
外

に
見
れ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

こ
の
章
段
は
、
筆
者
と
の
対
話
の
記
録
と
い
う
形
式
で
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
～
一

〇
六
〇
）
の
詩
論
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
梅
堯
臣
の
考
え
方
に
対
す

る
筆
者
の
反
論
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
詩
論
は
筆
者
の
考
え
に
も
沿
っ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
梅
堯
臣
は
、
優
れ
た
詩
の
要
件
を
二
段
階
に
区
分
し
、
ま
ず
第
一
の
段
階

と
し
て
、
「
新
た
な
意
と

巧
み
な
語
を

用
い
、
前
人
が
ま
だ
言

っ
て
い
な
い
こ
と
を

表
現
」
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
も
高

度
な

究
極
の
段

階
と
し
て
、

「
描

写
し
に
く
い

情
景
を
さ
な
が
ら
目
の
前
に
あ
る
か
の
よ
う
に
言
い

表
し
、
そ
こ

に
言
い
尽
く
し
得
な
い
心
を
含
め
て
、
言
外
に
表
現
」
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
例
句
を
示
し
、
前
者
に

つ
い
て
は
、
賈
島
「
竹
籠
拾
山
果
、
瓦

�

擔
石
泉
。
」
（
「

題
皇

甫
荀

藍
田

廳
」
（

全
唐
詩

巻
五

百
七
十
二

）
頷

聯
）
・
姚
合
「
馬

隨
山
鹿
放
、

�雜 ・

野
禽

棲
。
」
（
「

武
功
縣

中
作

三
十

首
」
其
一
（

全
唐
詩

巻
四

百
九

十
八
）
三
・
四
句
）
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
嚴
維
「
柳
塘
春
水
慢 ・

、
花
塢
夕
陽
遲
。」

（「
酬
劉
員
外
見
寄
」（

全
唐
詩
巻
二
百
六
十
三
）
頸
聯
）・
温
庭

�「

�聲
茅
店
月
、

人
迹 ・

板
橋
霜
。
」
（
「

商
山

早
行
」
（

全
唐
詩

巻
五

百
八
十
一

）
頷

聯
）
・
賈
島
「
怪
禽

啼
曠
野
、
落
日
恐
行
人
。」（「

暮
過
山
村
」（

全
唐
詩
巻
五
百
七
十
三
）
頷
聯
）
を
挙

げ
て
い
る
。
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こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
梅
堯
臣
が
心
と
詩
の
表
現
と
の
関
係
の
理
想

を
達
成
し
た
例
と
し
て
示
し
て
い
る
詩
句
が
、
嚴
維
の
も
の
を
除
い
て
す
べ
て
晩
唐

期
の
詩
句
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
句
の
示
し
方
は
、
梅
堯
臣

自
身
の
詩
作
も
ま
た
、
こ
れ
ら
晩
唐
期
の
詩
に
多
く
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
例
句
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
詩
の
作
者
の
な
か
に
は
、
実
際
の
活

動
期
間
と
し
て
は
中
唐
期
に
分
類
さ
れ
る
賈
島
（
七
八
八
～
八
四
三
）
が
含
ま
れ
て

い
る
が
、
賈
島
は
、
晩
唐
詩
を
範
と
し
た
詩
作
を
行
う
際
に
理
想
と
し
て
し
ば
し
ば

掲
げ
ら
れ
、
晩
唐
風
詩
作
の
中
心
的
存
在
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
引
用
さ

れ
て
い
る
詩
句
の
多
く
が
枯
れ
た
気
分
を
持
ち
、
先
掲
の
九
僧
詩
に
つ
い
て
記
す
章

段
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、「
山
・
水
・
風
・
雲
・
竹
・
石
・
花
・
草
・
雪
・
霜
・
星
・

月
・
禽
・
鳥
之
類
」
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
も
、
彼
ら
が
晩
唐
風
の
詩
作
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
章
段
で
梅
堯
臣
は
、
優
れ
た
詩
の
要
件
と
し
て
、
「
新
た
な
意
と
巧

み
な
語
を
用
い
、
前
人
が
ま
だ
言
っ
て
い
な
い
こ
と
を
表
現
」
す
る
こ
と
を
挙
げ
、

さ
ら
に
よ
り
も
高
度
な
段
階
と
し
て
、
「
描
写
し
に
く
い
情
景
を
さ
な
が
ら
目
の
前

に
あ
る
か
の
よ
う
に
言
い
表
し
、
そ
こ
に
言
い
尽
く
し
得
な
い
心
を
含
め
て
、
言
外

に
表
現
」
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が
、
同
様
の
表
現
は
次
に
挙
げ
る
梅
堯
臣
自
身

の
「
林
和
靖
先
生
詩
集
序
」
（
梅
堯
臣
集
編
年
校
注
拾
遺

上
海
古
籍
出
版
社

二

〇
〇
六
年
新
一
版
）
に
も
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

其
順
物
玩
情
爲
之
詩
、
則
平
澹
邃
美
、
讀
之
令
人
忘
百
事
也
。
其
辭
主
乎
靜
正
、

不
主
乎
刺
譏
、
然
後
知
趣
尚
博
遠
、
寄
適
於
詩
爾
。

其
れ
物
に
順
ひ
情
を
玩
び
て
之
を
詩
に
爲
れ
ば
、
則
ち
平
澹
邃
美
に
し
て
、
之

を
讀
む
に
人
を
し
て
百
事
を
忘
れ
し
む
る
な
り
。
其
の
辭
は
靜
正
を
主
と
し
、

刺
譏
を
主
と
せ
ず
、
然
る
後
に
趣
尚
博
遠
に
し
て
、
適
を
詩
に
寄
す
る
を
知
る

の
み
。

北
宋
初
期
に
鶴
と
梅
を
友
と
し
て
西
湖
孤
山
に
隠
棲
し
た
林
逋
（
九
六
七
～
一
〇

二
八
）
も
ま
た
、
晩
唐
風
の
詩
作
を
し
た
人
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
詩
の
表
現

を
「
落
ち
着
い
た
端
正
さ
を
主
と
す
る
も
の
」
と
表
現
し
て
い
る
。
歐
陽
脩
と
同
様

の
態
度
は
梅
堯
臣
ら
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
仁
宗
期
の
知
識
人
の
晩
唐
詩
風
に
対

す
る
態
度
の
基
調
と
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
西
崑
体
の
視
線

こ
こ
ま
で
、
歐
陽
脩
を
中
心
と
し
た
仁
宗
期
の
知
識
人
層
に
お
け
る
、
晩
唐
詩
お

よ
び
そ
れ
を
継
承
す
る
詩
風
に
対
す
る
態
度
や
把
握
の
し
か
た
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
北
宋
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
晩
唐

風
の
詩
風
の
流
行
の
す
ぐ
後
に
歐
陽
脩
ら
に
よ
る
盛
唐
・
中
唐
期
の
影
響
を
よ
り
強

く
受
け
た
詩
風
が
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
は
楊
億
・
劉

�・
錢
惟

演
ら
を
中
心
と
す
る
西
崑
体
詩
風
の
大
き
な
流
行
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
北
宋
期

に
お
け
る
詩
風
の
形
成
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
西
崑
派
の
人
々

の
自
己
の
詩
風
な
ら
び
に
彼
ら
以
前
の
宋
初
の
詩
風
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
西
崑
体
の
中
心
人
物
と
目
さ
れ
る
楊
億
（
九
七
四
～
一
〇
二
〇
）
の
「
西

崑
酬

唱
集
序
」
（
西

崑
酬

唱
集

四
部

叢
刊

本
）
の
記
す
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
が
西

崑

体
の
詩
風
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

余
景
徳
中
、
忝
佐
脩
書
之
任
、
得
接
羣
公
之
遊
。
時
今
紫

�錢
君
希
聖
・

�閣

劉
君
子
儀
、
並
負
懿
文
、
尤
精
雅
道
、
雕
章
麗
句
、
膾
炙
人
口
、
予
得
以
遊
其

墻
藩
、
而
咨
其
模
楷
。
二
君
成
人
之
美
、
不
我
遐
棄
、
愽
約
誘
掖
、
寘
之
同
聲
。

因
以
歴
覽
遺
編
、
研
味
前
作
、

�其
芳
潤
、
發
於
希
慕
、
更
迭
唱
和
、
互
相
切

�。
而
予
以
固
陋
之
姿
、
參

�繼
之
末
、
入
蘭

�霧
、

	獲
益
以
居
多
、
觀
海
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學
山
、
嘆
知
量
而
中
止
、
既
恨
其
不
至
、
又
犯
乎
不

�。

�榮
於
託
驥
、
又
愧

乎
續
貂
間
。
然
於
茲
顔
厚
何
已
。
凡
五
七
言
律
詩
二
百
四
十
七
章
、
其
屬
而
和

者
又
十
有
五
人
、
析
爲
二
巻
、
取
玉
山
策
府
之
名
、
命
之
曰
、『
西
崑
酬
唱
集
』

云
爾
。

余
景
徳
中
、
脩
書
の
任
を
佐
く
る
を
忝
く
し
、
羣
公
の
遊
に
接
す
る
を
得
。

時
に
今
の
紫

�錢
君
希
聖
・

�閣
劉
君
子
儀
、
並
び
て
懿
文
を
負
ひ
、
尤
も
雅

道
に
精
し
く
、
雕
章
麗
句
は
、
人
口
に
膾
炙
す
る
に
、
予
以
て
其
の
墻
藩
に

遊
び
、
而
し
て
其
の
模
楷
に
咨 は
かる
を
得
。
二
君
成
人
の
美
、
我
を
遐
棄
せ
ず
、

愽
約
に
誘
掖
し
、
之
を
同
聲
に
寘 お

く
。
因
り
て
以
て
遺
編
を
歴
覽
し
、
前
作
を

研
味
し
、
其
の
芳
潤
を

�

く

み
、
希
慕
よ
り
發
し
て
、
更
迭
に
唱
和
し
、
互
相
に

切

�す
。
而
し
て
予
は
固
陋
の
姿
を
以
て
、

�繼
の
末
に
參
じ
、
蘭
に
入
り
霧

に

	び
、
益
を
獲
る
こ
と
以
て
居
多
な
る
と

�も
、
海
を
觀
て
山
を
學
び
、
量

を
知
し
て
中
止
す
る
を
嘆
き
、
既
に
其
の
至
ら
ざ
る
を
恨
み
、
又
た
不
ふ

�

い

を
犯

す
。
驥
に
託
す
を
榮
と
す
る
と

�も
、
又
た
續
貂
の
間
に
愧
ず
。
然
る
に
茲
に

於
い
て
顔
厚
な
る
こ
と
何
ぞ
已
め
ん
や
。
凡
そ
五
七
言
律
詩
二
百
四
十
七
章
、

其
の
屬
し
て
和
す
る
者
は
又
た
十
有
五
人
な
り
。
析
し
て
二
巻
と
爲
し
、
玉
山

策
府
の
名
を
取
り
、
之
に
命
け
て
曰
く
、『
西
崑
酬
唱
集
』
と
云
ふ
の
み
。

こ
こ
で
楊
億
が
、
「
眞
宗
景
徳
年
間
（
一
〇
〇
四
～
一
〇
〇
七
）
に
、
書
物
編
集

の
補
佐
役
を
拝
命
し
た
際
」
と
し
て
い
る
の
は
、
具
体
的
に
は
景
徳
二
年
（
一
〇
〇

五
）
に
眞
宗
の
命
を
受
け
て
開
始
さ
れ
た
『
歴
代
君
臣
事
迹
』
一
千
巻
の
編
修
を
指

し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
書
物
は
大
中
祥
符
六
年
（
一
〇
一
三
）
に
完
成
し

た
後
、
眞
宗
か
ら
『
册
府
元
龜
』
と
い
う
書
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
景
徳
二
年
当

時
、
右
司
諫
・
知
制
誥
で
あ
っ
た
楊
億
は
、
刑
部
侍
郎
・
資
政
殿
學
士
の
王
欽
若
（

?

～
一
〇
二
五
）
と
と
も
に
編
纂
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
「
肩
を
な
ら
べ
て

優
れ
た
文
章
を
担
い
、
と
り
わ
け
正
し
く
み
や
び
や
か
な
事
に
精
通
し
て
お
り
、
模

様
を
彫
り
刻
ん
だ
よ
う
な
文
章
や
美
し
い
語
句
が
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
」
錢
惟

演
（
九
六
二
～
一
〇
三
四
）
・
劉


（
九
七
〇
～
一
〇
三
〇
）
と
交
遊
を
結
び
、
彼

ら
の
導
き
や
助
け
を
得
て
詩
を
応
酬
し
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
た
と
い
う
。

彼
ら
を
中
心
と
し
て
応
酬
さ
れ
た
五
・
七
言
律
詩
、
実
際
に
は
二
百
五
十
首
の
う

ち
、
楊
億
作
が
七
十
六
首
、
劉


作
が
七
十
首
、
錢
惟
演
作
が
五
十
五
首
あ
り
、
そ

の
大

半
を

占
め
て
い
る
こ
と
に

注
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
『
歴
代
君
臣
事
迹
』
編
修

の
場
で
あ
る
宮
中
の
秘
閣
を
、
西
王
母
の
住
む
崑
崙
山
の
西
に
あ
る
玉
山
の
書
庫
に

な
ぞ
ら
え
た
『
西
崑
酬
唱
集
』
と
い
う
名
付
け
か
ら
は
、
楊
億
を
は
じ
め
と
す
る
応

酬
に
参
加
し
た
人
々
の
、
国
家
の
知
的
な
財
産
を
蔵
す
る
特
別
な
場
所
と
し
て
の
秘

閣
に
対
す
る
意
識
や
、
そ
こ
で
の
書
物
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
る
知
識
人
と
し
て
の

自
負
や
矜
持
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
序
の
な
か
で
楊
億
が
、
詩
の
応
酬
を
行
っ
た
の
は
彼
ら
の
ほ
か
十
五
人
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
『
西
崑
酬
唱
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
応
酬
詩
の

作
者
は
、
錢
惟
演
・
劉


・
楊
億
・
李
宗
諤
・
陳
越
・
李
維
・
劉
隲
・
丁
謂
・

�
�・

元
闕
（
名
を

欠
く
の

意
）
・
任

隨
・

張
詠
・
錢
惟

濟
・

舒
雅
・

晁

・
崔

遵
度
・

薛

映
・
劉
秉
の
十
八
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
応
酬
者
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
曾

棗
荘

氏
が
「
《
西
崑
酬
唱
集

》
的
作

家
群
」
（
《
文
學
遺

産
》
一
九
九
三
年

第
六

期
。

後
に
同

氏
《

唐
宋
文
學
研

究
》

巴
蜀
書

社
一
九
九
九
年
に

収
。
）

第
一
章
で
指

摘

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
な
ら

ば
、
『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
修

ス
タ

ッ
フ
の
う

ち
、
王
欽
若
・
杜
鎬
・
戚
綸
・
王
希
逸
・
陳
彭
年
・
姜
嶼
・
宋
貽
序
・
夏
竦
・
孫

�

ら
は
応
酬
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
応
酬
の
参
加
者
の
う
ち
大
部
分
を
占
め
る
錢

惟
濟
・
丁
謂
・
李
宗
諤
・
晁
迴
・
任
隨
・
崔
遵
度
・
劉
隲
・
薛
映
・
張
詠
・
劉
秉
・

舒
雅
は
、『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
纂
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応

酬
者
の
う
ち
名
前
が
明
ら
か
な
十
七
人
は
、
応
酬
の
行
わ
れ
た
三
年
の
間
に
皆
が
秘

閣
に
在
職
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
皆
が
首
都

�京
に
い
た
わ
け
で
も
な
い
と
い
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う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
西
崑
酬
唱
集
』
は
、
宮
中
の
秘
閣
で
『
歴
代
君
臣
事

迹
』
（
『
册
府
元
龜
』
）
の
編
修
に
携
わ
っ
た
人
々
が
応
酬
し
た
詩
を
集
め
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
言
い
方
は
、
か
な
り
大
雑
把
な
も
の
で
し
か
な
く
、
必
ず
し
も
実
際
の

状
況
に
即
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
見
方
を
換
え
れ
ば
、

『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
修
に
参
加
し
て
い
な
い
人
物
、
こ
の
時
期
に
秘
閣
に
在
職

し
な
か
っ
た
人
物
、
ま
た
こ
の
時
期
に

�京
に
い
な
か
っ
た
人
物
が
、
『
西
崑
酬
唱

集
』
の
全
応
酬
詩
中
に
占
め
る
割
合
は
少
な
い
と
は
い
え
、
応
酬
者
の
数
と
し
て
は

そ
の
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
西
崑
体
」
と
い
う
詩
風
が
、

『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
修
ス
タ
ッ
フ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
に
拡
大
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
序
文
は
、『
歴
代
君
臣
事
迹
』

の
編
修
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
か
つ
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者
で
あ
る
と
い
う
立
場

の
楊
億
で
あ
れ
ば
こ
そ
書
き
え
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
錢
・
劉
の

詩
風
の
特
色
と
さ
れ
、
楊
億
自
身
が
そ
れ
に
学
ん
だ
と
し
て
い
る
「
雕
章
麗
句
」
が
、

彫
琢
を
加
え
美
し
さ
を
追
求
す
る
と
い
う
、
後
人
の
言
う
西
崑
体
詩
風
の
特
色
に
そ

の
ま
ま
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、

西
崑
体
の
人
々
と
い
う
よ
り
も
楊
億
及
び
劉

�・
錢
惟
演
が
、
自
分
た
ち
の
志
向
す

る
詩
風
の
特
色
を
、
文
章
表
現
を
彫
琢
し
、
華
麗
な
句
を
作
る
こ
と
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

楊
億
は
こ
の
よ
う
に
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者
の
う
ち
、
劉

�・
錢
惟
演
を
特

に
自
ら
と
詩
作
の
志
向
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

楊
億
の
『
楊
文
公
談
苑
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
を
補
強
す
る
資
料
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
著
作
は
、
楊
億
の
口
述
し
た
も
の
を
黄
鑑
（
生
卒
年
未
詳
。

眞
宗
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
進
士
、
至
通
判
蘇
州
。
）
が
筆
録
し
、
さ
ら
に

宋
庠
（
九
九
六
～
一
〇
六
六
祁
の
兄
）
が
整
理
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
上
海
古
籍
出
版
社
「
宋
元
筆
記
叢
書
」
一
九
九
三
年
刊
行
の
李
裕
民
氏
輯
校

『
楊
文
公
談
苑
』
で
は
、
第
百
二
十
段
か
ら
第
百
二
十
二
段
に
か
け
て
、『
類
苑
』
巻

三
十
七
よ
り
輯
し
た
、
「
雍
煕
以
來
文
士
詩
」
・
「
錢
惟
演
劉

�警
句
」
・
「
近
世
釋
子

詩
」
の
三
章
段
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
段
は
、
い
ず
れ
も
冒
頭
で
楊
億

に
よ
る
論
評
を
記
し
た
後
、
各
々
の
詩
人
の
秀
れ
た
対
句
の
何
首
か
ず
つ
を
示
す
形

式
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
秀
句
を
二
句
一
組
で
引
用
す
る
形
式
に
は
、

晩
唐
期
の
詩
論
書
、

例
え
ば

張
爲
『
詩
人

主
客

圖
』
、

齊
己
『
風

騒
旨

格
』

等
と
の

類
似
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
楊
文
公
談
苑
』
の
こ
の
よ
う
な
章
段
を
、

こ
れ
ら
の
詩
格
を
説
く
書
物
か
ら
、
歐
陽
脩
以
降
の
詩
話
と
い
う
形
式
の
詩
論
書
へ

と
い
う
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
『
楊
文
公
談
苑
』
の
う
ち
、
百
二
十
一
段
の
「
錢
惟
演
劉

�警
句
」
は
、
ま

ず
冒
頭
で
、
「
近
年
錢
惟
演
・
劉

�首
變
詩

格
、

學
者

爭
慕

之
、

得
其

標
格
者
、

蔚

爲
嘉
詠
。」（
近
年
錢
惟
演
・
劉

�

首
め
て
詩
格
を
變
じ
、
學
ぶ
者

爭
ひ
て
之
を

慕
ひ
、

其
の

標
格
を

得
る
者
、

蔚
と
し
て

嘉
詠
を

爲
す
。
）
と
、

彼
ら
が

始
め
た

新

し
い
詩
風
が
、
詩
作
す
る
者
た
ち
か
ら
大
き
な
支
持
を
受
け
、
そ
の
品
格
を
会
得
し

た
者
が
盛
ん
に
優
れ
た
作
品
を
制
作
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
先
に
見
た
こ
と
と
考

え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
彼
ら
三
人
を
中
心
と
す
る
『
西
崑
酬
唱
集
』
に
応
酬
詩
を
寄

せ
た
そ
の
他
の
人
々
は
、
こ
の
「
爭
ひ
て
之
を
慕
ひ
、
其
の
標
格
を
得
る
者
」
の
筆

頭
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

『
楊
文
公
談
苑
』
の
こ
の
章
段
は
さ
ら
に
、
「
二
君
麗
句

絶
多
、
」
（
二
君

麗
句

絶
多
に
し
て
、
）
と
述

べ
た
後
、

例
句
を
大

量
に

列
挙
し
、
錢
惟
演
に
つ
い
て
は

「
奉

使
塗
中
」
の
「

雪
意
未

成
雲
著

地
、

秋
聲

不
斷

鴈
連

天
。
」
（

雪
意
未
だ

成
ら
ず

し
て

雲
は

地
に
著
き
、

秋
聲

斷
た
ず
し
て

鴈
は

天
に

連
な
る
。
）
以

下
全
二
十
七

首

を
、
ま
た
劉

�に
つ
い
て
は
「
禁
直
」
の
「
雨
勢
宮
城
闊
、
秋
聲
禁
樹
多
。」（

雨
勢

宮
城
闊
く
、
秋
聲

禁
樹
多
し
。）
以
下
全
四
十
八
首
を
挙
げ
、「

其
警
句
絶
多
、
此

湯浅陽子 宋初の詩風をどう見るか－歐陽脩の視点－
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但
所
記
者
耳
。」（
其
の
警
句
絶
多
に
し
て
、
此
れ
但
だ
記
す
所
の
者
な
る
の
み
。）

と
述
べ
て
こ
の
章
段
を
閉
じ
て
い
る
。
紙
幅
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
個
々

の
引
用
句
の
検
討
は
差
し
控
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
論
評
の
し
か
た
と
大
量
の
秀
句

例
の
列
挙
か
ら
も
、
楊
億
の
錢
惟
演
と
劉

�の
詩
作
に
対
す
る
高
い
評
価
を
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
楊
文
公
談
苑
』
に
は
ま
た
、
第
百
二
十
段
「
雍
煕
以
來
文
士
詩
」
に
、
北
宋
初

期
の
詩
風
に
つ
い
て
の
楊
億
の
口
述
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
の
論
評
部
分
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
言
、
自
雍
煕
初
歸
朝
、
迄
今
三
十
年
、
所
聞
文
士
多
矣
、
其
能
詩
者
甚
鮮
。

如
侍
讀
兵
部
、
夙
擅
其
名
、
而
徐
鉉
・
梁
周
翰
・
黄
夷
簡
・
范
杲
皆
前
輩
。
鄭

文
寶
・
薛
映
・
王
禹

�・
呉
淑
・
劉
師
道
・
李
宗
諤
・
李
建
中
・
李
維
・
姚
鉉
・

陳
堯
佐
、
悉
當
時
儕
流
。
後
來
之
聲
者
、
如
路
振
・
錢
煕
・
丁
謂
・
錢
易
・
梅

詢
・
李
拱
・
蘇
爲
・
朱
嚴
・
陳
越
・
王
曾
・
李
堪
・
陳
詁
・
呂
夷
簡
・
宋
綬
・

邵
煥
・
晏
殊
・
江
任
・
焦
宗
古
。
布
衣
有
錢
塘
林
逋
・
縉
雲
周
啓
明
。
錢
氏
諸

子
有
封
守
惟
濟
・
供
奉
官
昭
度
。
郷
曲
有
今
南
鄭
殿
丞
兄
故
黎
州
家
君
、
及
高

安
簿
覺
宗
人
字
牧
之
子
。
並
有
佳
句
、
可
以
摘
擧
。
而
錢
惟
演
・
劉

�特
工
於

詩
、
其
警
策
殆
不
可
遽
數
。
自
兵
部
而
下
、
公
之
所
嘗
擧
、
今
略
記
之
。

公
言
へ
ら
く
、
雍
煕
に
初
め
て
朝
に
歸
し
て
よ
り
、
今
ま
で
三
十
年
、
聞
く
所

の
文
士
多
き
も
、
其
の
詩
を
能
く
す
る
者
は
甚
だ
鮮
な
し
。
侍
讀
兵
部
の
如
き

は
、
夙
に
其
の
名
を
擅
に
し
、
徐
鉉
・
梁
周
翰
・
黄
夷
簡
・
范
杲
は
皆
な
前
輩

な
り
。
鄭
文
寶
・
薛
映
・
王
禹

�・
呉
淑
・
劉
師
道
・
李
宗
諤
・
李
建
中
・
李

維
・
姚
鉉
・
陳
堯
佐
、
悉
く
當
時
の
儕
流
な
り
。
後
來
の
聲
者
は
、
路
振
・
錢

煕
・
丁
謂
・
錢
易
・
梅
詢
・
李
拱
・
蘇
爲
・
朱
嚴
・
陳
越
・
王
曾
・
李
堪
・
陳

詁
・
呂
夷
簡
・
宋
綬
・
邵
煥
・
晏
殊
・
江
任
・
焦
宗
古
の
如
し
。
布
衣
に
錢
塘

の
林
逋
・
縉
雲
の
周
啓
明
有
り
。
錢
氏
の
諸
子
に
封
守
の
惟
濟
・
供
奉
官
の
昭

度
有
り
。
郷
曲
に
今
の
南
鄭
殿
丞
兄
故
黎
州
家
君
、
及
び
高
安
簿
覺
宗
人
字

牧
之
の
子
有
り
。
並
し
く
佳
句
有
り
、
以
て
摘
擧
す
べ
し
。
而
し
て
錢
惟
演
・

劉

�は
特
に
詩
に
工
み
に
し
て
、
其
の
警
策
は
殆
ん
ど
數
ふ
る
に
遽
あ
る
べ
か

ら
ず
。
兵
部
よ
り
下
り
て
は
、
公
の
嘗
て
擧
ぐ
る
所
に
し
て
、
今

略
ぼ
之
を

記
す
。

こ
こ
で
楊
億
は
、
彼
が
五
代

�か
ら
宋
朝
に
帰
順
し
た
雍
煕
年
間
（
九
八
四
～
九

八
七
）
以
降
の
三
十
年
間
に
耳
に
し
た
文
士
の
う
ち
、
詩
作
に
秀
で
た
者
の
名
を
列

挙
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
前
輩
」
と
し
て
、
侍
讀
兵
部
（
未
詳
）
・
徐
鉉
・
梁
周

翰
・
黄
夷
簡
・
范
杲
を
、
「
悉
當
時
儕
流
」
つ
ま
り
同
世
代
の
仲
間
と
し
て
、
鄭
文

寶
・
薛
映
・
王
禹

�・
呉
淑
・
劉
師
道
・
李
宗
諤
・
李
建
中
・
李
維
・
姚
鉉
・
陳
堯

佐
を
、
さ
ら
に
「
後
來
之
聲
者
」
つ
ま
り
評
判
の
高
い
後
輩
と
し
て
、
路
振
・
錢
煕
・

丁
謂
・
錢
易
・
梅
詢
・
李
拱
・
蘇
爲
・
朱
嚴
・
陳
越
・
王
曾
・
李
堪
・
陳
詁
・
呂
夷

簡
・
宋
綬
・
邵
煥
・
晏
殊
・
江
任
・
焦
宗
古
を
、
ま
た
「
布
衣
」
つ
ま
り
無
官
の
人

と
し
て
、
林
逋
・
周
啓
明
を
、
五
代
呉
越
か
ら
宋
に
帰
順
し
た
「
錢
氏
諸
子
」
と
し

て
、
錢
惟
濟
・
錢
昭
度
を
、
「
郷
曲
」
つ
ま
り
郷
里
の

�の
詩
人
と
し
て
、
今
南
鄭

殿
丞
兄
故
黎
州
家
君
（
未
詳
）
・
高
安
簿
覺
宗
人
字
牧
之
子
（
未
詳
）
を
そ
れ
ぞ
れ

挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
の
な
か
に
は
、
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者

で
あ
る
薛
映
・
李
宗
諤
・
李
維
・
丁
謂
・
陳
越
・
錢
惟
濟
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た

白
体
の
主
要
な
作
者
と
さ
れ
る
王
禹

�や
、
一
般
的
に
は
晩
唐
体
の
詩
人
に
分
類
さ

れ
る
林
逋
の
名
前
も
見
え
て
い
る
。

ま
た
百
二
十
二
段
で
は
、
「

近
世

釋
子
詩
」
に
つ
い
て
同

様
の
体

裁
を
用
い
て
述

べ
、
そ
の
冒
頭
で
は
、

公
常
言
、
近
世
釋
子
多
工
詩
、
而
楚
僧
惠
崇
・
蜀
僧
希
晝
爲
傑
出
。
其
江
南
僧

元
淨
・
夢
眞
、
浙
右
僧
寶
通
・
守
恭
・
行
肇
・
鑒
徴
・
簡
長
・
尚
能
・
智
仁
・

休
復
、
蜀
僧
惟
鳳
、
皆
有
佳
句
。
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公
常
に
言
へ
ら
く
、
近
世
の
釋
子
詩
に
工
み
な
る
も
の
多
く
し
て
、
楚
僧
惠

崇
・
蜀
僧
希
晝
を
傑
出
と
爲
す
。
其
の
江
南
僧
元
淨
・
夢
眞
、
浙
右
僧
寶
通
・

守
恭
・
行
肇
・
鑒
徴
・
簡
長
・
尚
能
・
智
仁
・
休
復
、
蜀
僧
惟
鳳
は
、
皆
な
佳

句
有
り
。

と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
『
楊
文
公
談
苑
』
で
の
楊
億
は
、
基
本
的
に
宋
初
か

ら
の
詩
作
に
優
れ
た
人
物
を
、
在
俗
の
知
識
人
で
あ
る
「
文
士
」
と
出
家
者
の
「
釋

子
」
に
二
分
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者
の
う

ち
、
劉

�・
錢
惟
演
だ
け
を
そ
れ
ら
の
範
疇
と
は
別
立
て
に
し
て
論
じ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
楊
億
に
と
っ
て
劉
・
錢
の
二
人
は
、
自
ら
と
詩
の

志
向
を
と
も
に
す
る
特
別
な
仲
間
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
西
崑

酬
唱
集
』
の
そ
の
他
の
応
酬
者
の
一
部
は
、
そ
の
詩
作
を
評
価
さ
れ
て
「
雍
煕
以
來

文
士
詩
」
、
つ
ま
り
宋
初
以
来
の
知
識
人
の
詩
と
い
う
範
疇
に
入
れ
て
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
白
体
と
晩
唐
体
と
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

な
ら
ば
、
楊
億
が
先
に
見
た
「
西
崑
酬
唱
集
序
」
で
述
べ
て
い
た
詩
の
志
向
を
と
も

に
す
る
者
、
い
わ
ば
純
粋
な
西
崑
体
と
し
て
意
識
し
て
い
た
の
は
、
劉

�・
錢
惟
演

及
び
自
分
の
三
人
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者
の
す
べ
て
が
西
崑
体
詩
風
に
属
す
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
す
で
に
前
に
挙
げ
た
曾
棗
荘
氏
「
《
西
崑
酬
唱

集
》
的
作
家
群
」
の
第
三
･
四
･
五
章
で
も
示
さ
れ
て
お
り
、
曾
氏
は
そ
こ
で
、
「
文

論
主
張
」
と
「
詩
文
風
格
」
の
二
つ
の
点
か
ら
、
『
西
崑
酬
唱
集
』
の
応
酬
者
は
、

最
も
代
表
的
な
楊
億
・
劉

�・
錢
惟
演
と
、
北
宋
古
文
運
動
の
著
名
な
先
駆
者
で
あ

る
王
禹

�の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
と
す
べ
き
張
詠
・
丁
謂
、
及
び
白
体
詩
人
で
あ
る
晁

迴
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
そ
の
他
の
詩
人
に
つ
い
て

は
、
残
さ
れ
て
い
る
詩
文
が
と
て
も
少
な
い
の
で
無
理
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
に
及

ば
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

曾
氏
の
分
類
の
う
ち
の
王
禹

�（
王
黄
州
）
は
、
蔡
啓
『
蔡
寛
夫
詩
話
』
（
郭
紹

虞
『
宋
詩
話
輯
佚
』
下
册
）
に
「
國
初
沿
襲
五
代
之
餘
、
士
大
夫
皆
宗
白
樂
天
詩
、

故
王
黄
州
盟
一
時
。」（
國
初
五
代
の
餘
を
沿
襲
し
、
士
大
夫
皆
な
白
樂
天
詩
を

宗
び
、

故
に
王
黄
州

一
時
に

盟
た
り
。
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
宋
初
に
お
け

る
白
体
の
主
要
な
作
者
と
見
な
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
の
で
、
結
局
、
西
崑
体
は
、
中

心
と
な
る
楊
・
劉
・
錢
の
三
名
に
白
体
に

親
し
ん
だ
人
々
を
加
え
て
成
り
立
っ
た
も

の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
曾
祥
波

氏
「

�西
崑

體

�之
重

新
探

索
與
評
価
」
（
《

從
唐
音
至
宋
調
―
以
北
宋
前
期
詩
歌

爲
中

心
》
第
四
章

昆
侖
出
版
社

東
方
文
化
集

成
二
〇
〇
六
年
）
は
、
「

�西

昆
體

�的
相
當
多
作
品
只
是

�白
體

�在
藝
術
上
更
脱
俗
、
更
精
美
的
形
態
。
」

（
「
西
崑
体
」
の
相
当
多
数
の
作
品
は
、
「
白
体
」
の
芸
術
の
面
で
さ
ら
に
脱
俗
し
、

さ
ら
に
精
密
で
美
し
く
な
っ
た
姿
で
あ
る
。）
と
指
摘
さ
れ
（
一
八
九
頁
）、
ま
た
、

赫
廣

霖
氏
「
西
昆

體
」
（
《
宋
初
詩

派
研

究
》
第
四
章

齊
魯

書
社

二
〇
〇
八
年
）

も
、
「

由
于
西
昆
詩
人
多

從
白

體
入
、

故
其

創
作

不
免

染
上
白

體
的

色
彩
。
」
（
西
崑

体
の
詩
人
は
白
体
か
ら
入
っ
た
者
が
多
い
た
め
、
そ
の
作
品
は
白
体
の
色
に
染
ま
る

こ
と
を
逃
れ
得
な
い
。）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
四
四
頁
）。

宋
初
の
い
わ
ゆ
る
「
白
体
」
の
詩
風
は
、
主
に
館
閣
等
に
在
職
す
る
高
位
の
官
僚

の
な
か
で

流
行
し
た
も
の
で
あ
り
、

李
昉
（
九
二
五

～
九
九
六
）
・

李
至
（
九
四

七

～
一
〇
〇
一
）
の
『
二
李
唱
和
集
』
の
よ
う
に
、
白
居
易
が
友
人
と
の
間
で
行
っ
た

『
劉
白
唱

和
集
』

等
の
応
酬
詩
の

制
作
を

模
倣
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
『
西
崑

酬
唱
集
』
の
応
酬
も
本
来
は
白
居
易
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ

う
。つ
ま
る
と
こ
ろ
楊
億
は
、
秘
閣
と
い
う
場
所
柄
を
意
識
し
、
豊
富
な
学
識
を
踏
ま

え
て
典
故
や
修
辞
の
工
夫
を
凝
ら
し
李
商
隱
に
倣
っ
た
詩
風
に
よ
り
、
劉

�・
錢
惟

演
と
と
も
に
彼
ら
以
前
に
存
在
し
た
台
閣
の
詩
風
で
あ
る
白
体
を
意
識
し
た
応
酬
を
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行
い
、
そ
の
他
の
応
酬
参
加
者
の
作
品
も
併
せ
て
『
西
崑
酬
唱
集
』
を
編
ん
だ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
西
崑
体
に
対
す
る
態
度

そ
れ
で
は
、
歐
陽
脩
は
こ
の
西
崑
体
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

歐
陽
脩
の
西
崑
体
に
対
す
る
態
度
を
考
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
る
べ

き
は
、『
六
一
詩
話
』
第
八
段
の
次
の
記
述
で
あ
ろ
う
。

陳
舍
人
從
易
、
當
時
文
方
盛
之
際
、
獨
以
醇
儒
古
學
見
稱
、
其
詩
多
類
白
樂
天
。

蓋
自
楊
・
劉
唱
和
、
『
西
崑
集
』
行
、
後
進
學
者
爭
效
之
、
風
雅
一
變
、
謂
之

西
崑
體
、
由
是
唐
賢
諸
詩
集
、
幾
廢
而
不
行
。
陳
公
時
偶
得
杜
集
舊
本
、
文
多

脱
誤
、
至
「
送
蔡
都
尉
詩
」
云
、「
身
輕
一
鳥
」、
其
下
脱
一
字
。
陳
公
因
與
數

客
各
用
一
字
補
之
。（
以
下
略
）

陳
舍
人
從
易
、
時
文
の
方
に
盛
ん
な
る
の
際
に
當
た
り
、
獨
り
醇
儒
古
學
を
以

て
稱
せ
ら
れ
、
其
の
詩

多
く
白
樂
天
に
類
す
。
蓋
し
楊
・
劉
唱
和
、
『
西
崑

集
』
行
れ
て
よ
り
、
後
進
の
學
者
爭
ひ
て
之
に
效
ひ
、
風
雅
一
變
し
、
之
を
西

崑
體
と
謂
ひ
、
是
よ
り
唐
賢
の
諸
詩
集
、
幾
ん
ど
廢
れ
て
行
は
れ
ず
。
陳
公

時
に
偶
ま
杜
集
の
舊
本
を
得
る
に
、
文

脱
誤
す
る
こ
と
多
し
、
「
送
蔡
都
尉

詩
」（「
送
蔡
希
魯
都
尉
還
隴
右
因
寄
高
三
十
五
書
記
」（
杜
詩
詳
註
巻
三
））
の
、

「
身
輕
一
鳥
」
と
云
ふ
に
至
り
て
は
、
其
の
下
の
一
字
を
脱
す
。
陳
公

因
り

て
數
客
と
與
に
各
お
の
一
字
を
用
い
て
之
を
補
ふ
。（
以
下
略
）

こ
の
章
段
は
、
陳
從
易
（

?～
一
〇
三
一
）
の
詩
風
と
彼
の
杜
甫
詩
テ
ク
ス
ト
の

脱
字
へ
の
対
応
の
し
か
た
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
関
わ
っ
て
、
西
崑

体
の
流
行
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
詩
風
が
駆
逐
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

も
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
西
崑
體
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
自
ら
の
詩
風
を
貫
い
た

人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
陳
從
易
は
、
『
宋
史
』
巻
三
百
（
中
華
書
局
本
）

所
収
の
傳
に
よ
れ
ば
、
泉
州
晉
江
（
現
福
建
省
）
の
人
、
太
宗
端
拱
二
年
（
九
八
九
）

の
進
士
で
あ
り
、
官
職
は
龍
圖
閣
直
學
士
・
知
杭
州
に
至
っ
た
と
い
う
。

『
宋
史
』
陳
從
易
傳
で
は
、
進
士
及
第
の
後
、
彭
州
軍
事
推
官
と
し
て
当
地
へ
の

王
均
ら
の
反
乱
軍
の
侵
入
の
防
禦
に
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
言
葉
を
継
い
で
い
る
。

賊
平
、
安
撫
使
王
欽
若
以
状
聞
、
召
爲
秘
書
省
著
作
佐
郎
・
大
理
寺
詳
斷
官
。

遷
太

常
博
士
、

出
知

邵
武
軍
。

預
修
『

册
府

元
龜
』
、

改
監

察
御
史
。

眞
宗

宴

近
臣
崇
和
殿
、
召
從
易
預
、
賦
詩
稱
旨
。

賊
平
ら
ぎ
、
安
撫
使
王
欽
若
以
て
状
聞
し
、
召
し
て
秘
書
省
著
作
佐
郎
・
大

理
寺
詳
斷
官
と
爲
す
。
太
常
博
士
に
遷
り
、
出
で
て
邵
武
軍
に
知
す
。
預
か
り

て
『
册
府
元
龜
』
を
修
し
、
監
察
御
史
に
改
め
ら
る
。
眞
宗

近
臣
と
崇
和
殿

に
宴
す
る
に
、
從
易
を
召
し
て
預
か
ら
し
め
、
詩
を
賦
す
に
旨
に
稱
ふ
。

こ
こ
に
は
、
陳
從
易
が
王
欽
若
の
推
薦
を
受
け
て
『
册
府
元
龜
』（『

歴
代
君
臣
事

迹
』
）
の
編

修
に
参
與
し
た
こ
と
、
ま
た

崇
和

殿
で
の
応

制
詩
が

眞
宗
の

御
意
に
か

な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
修
が

王
欽
若
と
楊
億
と
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
編
修
の
場
が
『
西
崑
酬
唱
集
』

の
応
酬
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
章
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
『
歴
代
君

臣
事
迹
』
の
編
修
に
つ
い
て
、
宋
・
程
倶
（
一
〇
七
八
～
一
一
四
四
）『

麟
臺
故
事
』

巻
二
（

張
富

祥
校

證
『

麟
臺

故
事

校
證
』
中
華
書
局

唐
宋
史
料

筆
記

叢
刊

二
〇
〇
〇
年
）
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

景
德
二
年
九
月
、
命
刑
部
侍
郎
資
政
殿
學
士
王
欽
若
・
右
司
諫
知
制
誥
楊
億
修

『
歴
代
君
臣
事
迹
』。

欽
若
等
奏
請
以
太
僕
少
卿
直
祕
閣
錢
惟
演
・
都
官
郎
中
直

祕
閣
龍
圖
閣
待
制
杜
鎬
・
駕
部
員
外
郎
直
祕
閣

�
�・

戸
部
員
外
郎
直
集
賢
院

李
維
・
右
正
言
祕
閣
校
理
龍
圖
閣
待
制
戚
綸
・
太
常
博
士
直
史
館
王
希
逸
・
祕
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書
丞
直
史
館
陳
彭
年
・
姜
嶼
・
太
子
右
贊
善
大
夫
宋
貽
序
・
著
作
佐
郎
直
史
館

陳
越
同
編
修
。
初
命
欽
若
・
億
等
、
俄
又
取
祕
書
丞
陳
從
易
・
祕
閣
校
理
劉

�。

及
希
逸
卒
、
貽
序
貶
官
、
又
取
直
史
館
査
道
・
太
常
博
士
王
曙
、
後
復
取
直
集

賢
院
夏
竦
、
又
命
職
方
員
外
郎
孫

�注
撰
音
義
。
凡
九
年
、
至
大
中
祥
符
六
年

成
一
千
巻
上
之
。

ほ
と
ん
ど
官
職
と
人
名
の
羅
列
か
ら
な
っ
て
い
る
部
分
な
の
で
、
訓
読
を
あ
げ
る

こ
と
を
控
え
る
が
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
王
欽
若
な
ら
び
に
楊
億
が
当
初
、

同
編
修
に
任
命
す
る
よ
う
奏
請
し
た
の
は
、
錢
惟
演
・
杜
鎬
・

�
�・

李
維
・
戚
綸
・

王
希
逸
・
陳
彭
年
・
姜
嶼
・
宋
貽
序
・
陳
越
で
あ
り
、
そ
の
後
「
俄
か
に
し
て
又
た

陳
從
易
・
劉

�を
取
」
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
陳
從
易
と
劉

�と
は
『
歴
代
君
臣
事
迹
』
の
編
修
が
開
始
さ
れ
た
後
に
追

加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
顔
ぶ
れ
を
『
西
崑
酬
唱
集
』
に
採

録
さ
れ
て
い
る
応
酬
詩
の
作
者
と
比
較
し
て
み
る
と
、
編
修
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
杜

鎬
・
戚
綸
・
王
希
逸
・
陳
彭
年
・
姜
嶼
・
宋
貽
序
な
ら
び
に
追
加
さ
れ
た
陳
從
易
・

査
道
・
王
曙
・
夏
竦
・
孫

�は
応
酬
者
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
途
中
追
加
さ

れ
た
人
物
の
な
か
で
『
西
崑
酬
唱
集
』
に
作
品
を
残
し
て
い
る
の
は
劉

�の
み
で
あ

る
。ま
た
、
『
宋
史
』
巻
三
百
の
陳
從
易
傳
は
、
後
年
、
知
制
誥
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

初
、
景
德
後
、
文
士
以
雕
靡
相
尚
、
一
時
學
者
郷
之
、
而
從
易
獨
守
不
變
。
與

楊
大
雅
相
厚
善
、
皆
好
古
篤
行
、
時
朝
廷
矯
文
章
之
弊
、
故
並
進
二
人
、
以
風

天
下
。

初
め
、
景
德
の
後
、
文
士
雕
靡
を
以
て
相
ひ
尚
び
、
一
時
の
學
者
之
を
郷

す
る
に
、
從
易
獨
り
守
り
て
變
へ
ざ
る
の
み
。
楊
大
雅
と
相
ひ
厚
善
た
り
、

皆
な
古
を
好
み
て
行
ひ
に
篤
く
、
時
に
朝
廷
文
章
の
弊
を
矯
め
ん
と
し
、
故

に
並
べ
て
二
人
を
進
め
、
以
て
天
下
に
風
す
。

こ
こ
で
、
眞
宗
景
徳
年
間
（
一
〇
〇
四
～
一
〇
〇
七
）
以
降
に
文
士
た
ち
が
巧
み

に
表
現
を
飾
る
こ
と
を
尊
び
、
当
時
の
詩
を
学
ぶ
者
は
み
な
こ
れ
に
従
っ
た
が
、
從

易
は
ひ
と
り

頑
固
に
作
風
を
變
え
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
の
は
、
『
六
一
詩

話
』

の
記
述
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
傳
の
書
き
手
が
西
崑
派
の
作
風
に
対
し
て
批

判
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で

は
、
陳
從
易
は
楊
大
雅
（
九
六
五
～
一
〇
三
三
）
と
親
し
く
、
二
人
と
も
古
を
好
み

誠
実
な
行
動
を
す
る
人
で
あ
っ
た
の
で
、
朝
廷
が
「
文
章
の
弊
を
矯
め
」
る
た
め
、

二
人
を
一
緒
に
登
用
し
、
遠
ま
わ
し
に
天
下
を
感
化
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
も
述
べ

て
い
る
。
歐
陽
脩
が
『
六
一
詩
話
』
の
陳
從
易
の
詩
風
に
つ
い
て
述
べ
た
章
段
で
、

こ
と
さ
ら
に
彼
を
西
崑
體
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
自
ら
の
詩
風
を
貫
い
た
人
物
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
の
に
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
も
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
宋
史
』
巻
三
百
の
陳
從
易
傳
の
直
後
に
置
か
れ
る
楊
大
雅
の
傳
に
は
、
楊
大
雅

は
進
士
及
第
し
、
後
に
は
兵
部
郎
中
知
制
誥
、
ま
た
集
賢
院
學
士
・
知
亳
州
に
至
っ

た
が
、
「

素
好
學
、

日
誦

數
萬

言
、

雖
飲

食
不

釋
巻
。
」
（

素
よ
り
學
を
好
み
、

日
び

に
數
萬
言
を
誦
し
、
飲
食
す
る
と
雖
も
巻
を
釋
て
ず
。）
ま
た
、「
大
雅
朴
學
自
信
、

無
所
阿
附
、
直
集
賢
院
二
十
五
年
不
遷
。
」（
大
雅

朴
學
に
し
て
自
ら
信
じ
、
阿
附

す
る

所
無
し
、
集
賢
院
に
直
す
る
こ
と
二

十
五
年
に
し
て

遷
ら

ず
。
）
と
あ
り
、
陳

從
易
が
西
崑
体
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
自
ら
の
詩
風
を
貫
い
た
の
と
同
じ
く
、
こ
の
楊

大
雅
も
ま
た
誠
実
に
学
問
に
励
み
、
他
に
へ
つ
ら
っ
た
り
周
囲
に
流
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

陳
從
易
ら
の
こ
の
よ
う
な
登
用
が
「
文
章
の
弊
を
矯
め
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
の
な
ら
ば
、
当
時
の
眞
宗
の
朝
廷
は
、
西
崑
体
の
広
範
な
流
行
に
対
し
て
批
判

的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
眞
宗
が
西
崑
体
の
詩
風
に
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対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
他
に

文
瑩
（
生
卒
年
未
詳
。
真
宗
期
～
神
宗
期
）
『
玉
壺
清
話
』
巻
一
（
中
華
書
局

唐

宋
筆
記
叢
刊
一
九
八
四
年
）
の
次
の
記
述
を
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

樞
密
直
學
士
劉
綜
出
鎮
并
門
、
兩
制
・
館
閣
皆
以
詩
寵
其
行
、
因
進
呈
。
真
宗

深
究
詩
雅
。
時
方
競
務
西
崑
體
、
磔
裂
雕
篆
、
親
以
御
筆
選
其
平
淡
者
、
止
得

八
聯
。

樞
密
直
學
士
劉
綜
出
で
て
并
門
に
鎮
た
る
に
、
兩
制
・
館
閣
皆
な
詩
を
以

て
其
の
行
に
寵
み
、
因
り
て
進
呈
す
。
真
宗
詩
雅
を
深
究
す
。
時
に
方
に
競

ひ
て
西
崑
體
に
務
め
、
磔
裂
雕
篆
し
、
親
ら
御
筆
を
以
て
其
の
平
淡
な
る
者
を

選
ぶ
に
、
止
だ
八
聯
を
得
る
の
み
。

并
州
へ
赴
任
し
て
行
く
劉
綜
（
九
五
五
～
一
〇
一
五
）
に
対
し
て
、
諸
館
閣
の
人
々

が
餞
別
と
し
て
贈
っ
た
詩
の
な
か
か
ら
、
眞
宗
が
直
々
に
平
淡
な
も
の
を
選
ん
だ
が
、

そ
れ
は
八
聯
に
止
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
眞
宗
の
行
動
は
当
時
の
西
崑
体
の
隆

盛
と
は
軌
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
眞
宗
が
西
崑
体
の
文
飾
の
過
多
に
対
し
て
批

判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る （
①
）。

こ
の
章
段
で
、
続
い
て
示
さ
れ
る
当
該
の
八
聯
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

晁
迥
「
夙
駕
都
門
曉
、
微
涼
苑
樹
秋
。」

楊
億
「
關
楡
漸
落
邊
鴻
過
、
誰
勸
劉
郎
酒
十
分
。」

朱

�「
塞
垣
古
木
含
秋
色
、
祖
帳
行
塵
起
夕
陽
。」

李
維
「
秋
聲
和
暮

�、
膏
雨
逐
行
軒
。」

孫
僅
「
汾
水
冷
光
揺
畫
戟
、
蒙
山
秋
色

�層
樓
。」

錢
惟
演
「
置
酒
軍
中
樂
、
聞
笳
塞
上
情
。」

王
貽
永
「
河
朔
雪
深
思
愛
日
、
并
門
春
暖
詠
甘
棠
。」

劉

�「
極
目
關
山
高
倚
漢
、
順
風
雕
鶚
遠
凌
秋
。」

い
ず
れ
の
詩
句
も
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
断
句
が
伝
わ
る
の
み
で
、
全
篇
は
伝
わ
ら

な
い
。
八
名
の
う
ち
朱
巽
・
孫
僅
・
王
貽
永
は
『
西
崑
酬
唱
集
』
収
録
作
品
の
作
者

で
は
な
く
、
西
崑
体
詩
風
流
行
の
兩
制
・
館
閣
に
お
け
る
広
が
り
を
示
す
も
の
と
言

え
よ
う
。
各
々
の
詩
句
の
表
現
を
概
観
し
て
み
て
も
、
特
に
典
故
を
意
識
し
た
も
の

と
し
て
は
、
王
貽
永
の
下
句
が
、
周
の
召
公
が
善
政
に
よ
り
人
民
の
敬
愛
を
得
た
こ

と
を
い
う
『
詩
』
「
甘
棠
」
を

踏
ま
え
て
い
る
く
ら
い
で
、
そ
の
他
の
詩
句
は
出

典

を
把
握
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
難
解
な
も
の
で
は
な
い
。『
玉
壺
清
話
』

の
記

事
は
さ
ら
に
、
「
綜

後
寫
御
選
句

圖
立

於
晉

祠
。
」
（
綜

後
に
御
選
句

圖
を

寫

し
て

晉
祠
に

立
つ
。
）
と
記
し
て
い
る
が
、
選

ば
れ
た
詩
句
の
な
か
に
は

自
然

物
の

情
景
を
描
く
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
絵
画
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

眞
宗
は
こ
の
よ
う
に
西
崑
体
の
流
行
の
中
で
制
作
さ
れ
た
詩
の
な
か
か
ら
、
特
に

「
平
淡
」
な
対
句
を

取
り
出
し
て

評
価
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

再
び

『
六
一
詩
話
』
の
記
述
と

照
ら
し

合
わ

せ
る
な
ら

ば
、
次
に
示
す

第
二
十
一
段
に
記

さ
れ
る
西
崑
体
に
対
す
る
考
え
方
に
は
、
こ
の
眞
宗
の
態
度
と
の
類
似
が
認
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

楊
大
年
與
錢
劉
數
公
唱
和
、
自
『
西
崑
集
』
出
、
時
人
爭
效
之
、
詩
體
一
變
。

而
先
生
老
輩
患
其
多
用
故
事
、
至
於
語
僻
難
曉
、
殊
不
知
自
是
學
者
之
弊
。
如

子
儀
「
新

�」
云
、「
風
來
玉
宇
烏
先
轉
、
露
下
金
莖
鶴
未
知
。」

雖
用
故
事
、

何
害

爲
佳
句

也
。

又
如
「

峭
帆

横
渡

官
橋

柳
、

疊
鼓

驚
飛

海
岸

鴎
。
」
其

不
用

故
事
、
又
豈
不
佳
乎
。
蓋
其
雄
文
博
學
、
筆
力
有
餘
、
故
無
施
而
不
可
、
非
如

前
世
號
詩
人
者
、
區
區
於
風
雲
草
木
之
類
、
爲
許
洞
所
困
者
也
。

楊
大
年

錢
・
劉

數
公
と

與
に
唱
和
し
、
『
西
崑
集
』
出
で
し
よ
り
、
時
人

爭

ひ
て
之
に
效
ひ
、
詩
體
は
一
變
す
。
而
る
に
先
生
・
老
輩
は
其
の
多
く
故
事
を

用
ひ
て
、
語
僻
に
し
て
曉
り
難
き
に
至
る
を
患
ひ
、
殊
に
自
ら
是
れ
學
者
の
弊

な
る
を

知
ら
ず
。

子
儀
が
「

新

�」
に

云
ふ
、
「
風

玉
宇
に

來
た
り
て

烏

は
先

づ
轉

じ
、

露
金

莖
に

下
る
も

鶴
は
未
だ

知
ら
ず
。
」
の

如
き
は
、

故
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事
を
用
ふ
る
と
雖
も
、
何
ぞ
佳
句
た
る
を
害
は
ん
や
。
又
た
「
峭
帆
横
ざ
ま

に
渡
る

官
橋
の
柳
、
疊
鼓

驚
き
て
飛
ぶ

海
岸
の
鴎
。
」
の
如
き
は
其
の

故
事
を
用
ひ
ざ
る
も
、
又
た
豈
に
佳
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
蓋
し
其
の
雄
文
博
學
に

し
て
、
筆
力
餘
有
り
、
故
に
施
し
て
可
な
ら
ざ
る
無
く
、
前
世
の
詩
人
と
號
す

る
者
の
、
風
雲
草
木
の
類
に
區
區
と
し
て
、
許
洞
の
困
し
む
所
の
者
と
爲
る
が

如
き
に
非
ざ
る
な
り
。

こ
の
章
段
は
、
楊
億
（
字
大
年
）
が
錢
惟
演
・
劉

�ら
と
唱
和
し
た
『
西
崑
酬
唱

集
』
が
世
に
出
て
か
ら
の
、
模
倣
の
盛
行
と
詩
風
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
年
か
さ
の
人
々
、
つ
ま
り
そ
れ
以

前
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
晩
唐
を
継
承
す
る
詩
風
に
馴
染
ん
だ
人
々
は
、
『
西
崑
酬

唱
集
』
の
詩
風
が
故
事
を
多
用
し
、
詩
語
が
偏
っ
て
い
て
理
解
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
批
判
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
先
に
見
た
眞
宗
の
「
平
淡
」
な
詩
句
を
選
び

出
す
態
度
も
、
こ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
歐
陽
脩
自
身
は
、
こ
こ
で
「
先
生
・
老
輩
」
ら
に
よ
る
批
判
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
単
純
に
同
調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も

注
意
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
西
崑
派
の
「
其
の
多
く
故
事
を
用
ひ
て
、
語
僻
に
し

て
曉
り
難
き
に
至
る
」
傾
向
を
、
学
問
の
あ
る
者
な
れ
ば
こ
そ
の
弊
害
と
し
て
認
め

つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
の
批
判
は
加
え
て
い
な
い
。
さ
ら
に
故
事
を
使
用
す
る
佳
句
の

例
と
し
て
劉

�（
字
子
儀
）
「
新
蝉
」
詩
の
句
を
、
ま
た
故
事
を
使
用
し
な
い
佳
句

の
例
と
し
て
、「
峭
帆
横
渡
官
橋
柳
、
疊
鼓
驚
飛
海
岸
鴎
。」（
原
詩
未
詳
）
を
挙
げ
、

彼
ら
は
文
章
に
優
れ
博
識
だ
っ
た
の
で
筆
力
に
余
裕
が
あ
り
、
だ
か
ら
何
で
も
可
能

だ
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
、
む
し
ろ
そ
の
手
腕
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
末
尾

で
、
前
代
の
詩
人
と
呼
ば
れ
た
者
が
、
風
雲
草
木
の
類
に
拘
る
ば
か
り
だ
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
既
に
見
た
、
九
僧
詩
に
つ
い
て
述
べ
る
『
六
一
詩
話
』
第
九
段
の
言
う

と
こ
ろ
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
歐
陽
脩
が
、
限
ら
れ
た
題
材
に
拘
る
狭
隘
さ
と
い

う
晩
唐
体
の
ひ
と
つ
の
限
界
を
打
破
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
西
崑
体
を

位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

歐
陽
脩
に
と
っ
て
、
西
崑
体
の
主
要
な
作
者
た
ち
は
ひ
と
世
代
前
の
高
官
た
ち
で
あ

り
、
特
に
そ
の
な
か
の
錢
惟
演
は
、
彼
の
初
任
で
あ
る
西
京
留
守
推
官
時
代
の
上
官

と
し
て
直
接
に
接
し
た
人
物
で
あ
る
。
顔
見
知
り
で
世
話
に
も
な
っ
た
目
上
の
人
物

に
対
す
る
気
遣
い
が
、
そ
の
詩
風
に
対
す
る
批
評
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
は
皆
無

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
宮
廷
の
館
閣
を
中
心
と
す
る
知
的
詩
風
と
し
て
の
西
崑

体
に
、
歐
陽
脩
は
晩
唐
・
五
代
か
ら
続
く
晩
唐
体
詩
風
の
平
板
さ
や
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

を
克
服
す
る
一
つ
の
可
能
性
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

結
果
的
に
彼
が
西
崑
体
の
詩
風
を
継
承
せ
ず
、
盛
唐
期
・
中
唐
期
の
思
潮
や
文
学
に

学
ん
だ
よ
り
自
由
な
新
し
い
詩
文
を
模
索
し
た
こ
と
は
、
彼
が
先
輩
た
ち
の
高
い
知

性
の
凝
縮
で
あ
る
こ
の
西
崑
体
の
詩
風
に
も
限
界
を
感
じ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

【
注
】

①
眞
宗
が
文
飾
の
過
多
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
ほ
か
に
、

李
燾
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
七
十
九
眞
宗
大
中
祥
符
五
年
（
一
〇
一
二
）
冬
十
月
丁
未

の
記
事
、「
上
以
宗
室
所
進
和
幸
諸
王
宮
賜
宴
詩
示
輔
臣
、
因
曰
、『
宗
親
好
學
、
大
是
美
事
。

苟
述
作
不
已
、
自
得
指
趣
。
得
指
趣
、

�忘

�矣
。
然
當
戒
於
好
奇
而
尚
浮
靡
、
好
奇
則
失

實
、
尚
浮
靡
則
少
理
也
。』」
が
あ
る
。

湯浅陽子 宋初の詩風をどう見るか－歐陽脩の視点－
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